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新新語

十番勝負

　外ではお金を使わず、自宅での消費にお金を使う人のこと。１本10万円のワインを買ったり、高級美
術品のカタログを購入したりするなど、外出してリッチな気分に浸るのでなく、自宅で高級気分を味わ
うというもの。しかし、高級ワインの栓を抜くのを躊躇してそのままにしたり、カタログも一読した後
は、しまい込んだままになることもあるそうです。

巣ごもリッチ

■
今
の
仕
事
を
始
め
て
か
ら
丸
２
年
が
経
過
し
、

新
し
い
人
も
入
っ
て
き
て
、
４
月
か
ら
職
場
の
雰

囲
気
も
少
し
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、

２
年
前
は
教
え
て
も
ら
う
立
場
だ
っ
た
の
が
逆
に

教
え
る
立
場
に
な
り
ま
し
た
。
教
え
な
が
ら
、
今

ま
で
や
っ
て
き
た
仕
事
の
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
考

え
直
す
こ
と
が
で
き
、
仕
事
へ
の
取
り
組
み
に
い

い
影
響
が
出
そ
う
で
す
。

 

唐
内　

美
貴
（
枚
方
市
職
労
）

■
「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
」
の
映
画
紹
介

（
本
紙
４
月
号
）
に
つ
い
て
、
テ
レ
ビ
で
観
て
い

た
ホ
ー
ム
ズ
の
イ
メ
ー
ジ
と
違
う
内
容
の
紹
介

に
、
ぜ
ひ
劇
場
で
み
て
み
た
い
と
思
っ
た
。

 

中
田　

邦
夫
（
堺
市
職
労
）

■
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
３
月
、
４
月
と
忙
し
く

過
ご
し
ま
し
た
。
若
い
保
育
士
た
ち
も
サ
ー
ビ
ス

残
業
で
ヘ
ト
ヘ
ト
の
よ
う
で
す
。

 

橋
谷　

行
世
（
八
尾
市
職
労
）

■
参
議
院
選
挙
を
目
前
に
し
て
ま
た
新
党
の
誕

生
。
い
ろ
ん
な
政
党
が
出
て
き
ま
し
た
が
、
自
民

や
民
主
と
同
じ
根
っ
こ
を
も
つ
政
党
ば
か
り
で

す
。
軍
事
費
を
削
っ
て
国
民
生
活
を
守
り
、
ア
メ

リ
カ
に
も
財
界
に
も
き
っ
ち
り
も
の
が
言
え
る
政

党
を
選
ぼ
う
。

 

久
米　

盛
次
（
東
大
阪
市
職
労
）

■
「
今
も
心
に
響
く
名
語
録
」（
本
紙
４
月
号
）

の
「
青
春
の
夢
に
忠
実
で
あ
れ
」
の
言
葉
は
い
い

で
す
ね
。
初
心
忘
れ
る
べ
か
ら
ず
。

 

池
田　

隆
司
（
堺
市
職
労
）

新新語

十番勝負

　漢字で書くと「細・浅・短」。20代を中心とする若者のスーツの特徴をいいます。ウエストと襟幅が
細く、パンツの股上はジーンズのように浅く、上着の着丈はお尻が見えるほどに短いのが特徴。最近の
20代はやせて手足が長くなり、従来のスーツが合わなくなったのが背景にあると言われています。ま
た、自分を細く見せたい男性も増えているとか。

サイ・セン・タン

タ
テ
の
カ
ギ

❶
明
治
初
期
の
語
で
汽
車
の
俗
称

❷
平
等
で
な
い
こ
と
。
○
○
○
○
○
条

約
❸
墓
参
を
し
て
先
祖
の
○
○
○
を
し
た

❹
不
出
来
・
不
手
際
を
か
ら
か
い
や
謙

遜
で
い
う
語
。
○
○
○
○
な
所
を
お

見
せ
し
ま
し
た

❺
故
人
の
の
こ
し
た
教
え
。
祖
父
の
○

○
○
を
守
る

❽
子
や
孫
。
平
家
の
○
○
○

10
と
っ
さ
の
○
○
○
で
難
を
の
が
れ
た

12
不
思
議
の
強
調
語
。
○
○
○
○
○
な

出
来
事

14
ウ
シ
等
が
行
う
一
度
飲
み
込
ん
だ
食

物
を
再
び
噛
み
直
す
行
為

16
見
え
得
る
範
囲
。
○
○
に
入
ら
ぬ

17
○
○
十
年
の
建
て
売
り
住
宅

18
○
○
を
伴
う
旅
行
。
２
〜
３
日

19
わ
た
。
○
○
の
シ
ャ
ツ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
↑
↓
片
道
、
○
○
○
○
ハ
ガ
キ

❹
気
持
ち
に
負
担
を
感
じ
る
事
柄

❻
時
速
↓
分
速
↓
○
○
○
○
○

❼
故
意
に
自
分
を
傷
つ
け
る
こ
と

❾
期
限
に
達
す
る
こ
と
。
定
期
預
金
が

○
○
○
に
な
っ
た

11
○
○
○
も
つ
か
な
い
展
開
に

12
エ
ゾ
○
○
・
ト
ド
○
○
・
五
葉
○
○

13
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
を
日
本
語
で

14
○
○
で
押
し
た
よ
う
な
返
事

15
勢
い
が
ふ
る
わ
な
い
こ
と
。
食
欲
○

○
○

18
食
事
中
の
気
分
転
換
に
な
る
よ
う
な

ち
ょ
っ
と
し
た
お
か
ず
や
お
つ
ま
み

20
外
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
打
っ
た
ク

ギ
。
し
の
び
く
ぎ
と
も
言
う

21
○
○
を
天
に
任
せ
る

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」

「
職
場
名
」「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い

て
、
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
の

余
白
に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き

ご
と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に
図

書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
ハ
ガ

キ
は
「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０―

０
０
４
１
大
阪
市
北
区

天
神
橋
１
丁
目
13―

15　

大
阪
グ
リ

ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
６
月
30
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１
０

年
７
月
号
の
紙
面
に
掲
載

３
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
１
０
年
３
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
」の
正
解
は「
ヤ
ト
イ
ド
メ
」

で
し
た
。各
職
場
か
ら
33
通
の
解
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽
選
で
次
の
５
人

の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し

ま
す
。（
敬
称
は
省
略
）

▼
東
恵
美
子
（
大
阪
府
職
労
）、
▼
田

中
美
千
代
（
貝
塚
市
職
労
）、
▼
岡
部

和
代
（
八
尾
市
職
労
）、
▼
並
木
政
之

（
寝
屋
川
市
職
労
）、
▼
森
山
哲
治

（
吹
田
水
労
）

（解き方）二重ワクの文字
を並べ替えて意味の通る
言葉にしてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：無条件撤去しかありません

３月号の解答
「ヤトイドメ」

シロウト クノウ
チ チキユウギ
フジユン ドクミ
クロウ ソウ ヤ
ジンジヨウ カク
ン ン チカラ
タ シヨツツル

メイキユウ トイ

共 済 コ ー ナ ー
◆ 加入者の声お寄せ下さい ◆
掲載者には図書カードをプレゼント！
○応　募： クロスワードパズルと同じ様

式・同住所へ。宛先は「大阪
自治体の仲間」共済本部

○応募の締め切り　５月末
○ 匿名希望、イニシャル希望などお書き
添え下さい。

　

何
の
疑
い
も
な
く
民
間
の

保
険
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
年
齢
が
高
く
な
っ

て
く
る
ほ
ど
、
だ
ん
だ
ん
と

掛
金
が
上
が
り
、
夫
婦
で
月

４
万
円
近
く
に
も
な
り
、
家

計
を
圧
迫
す
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
共
済
担
当
者

に
当
時
入
っ
て
い
た
保
険
を

見
せ
て
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

や
は
り
ず
い
ぶ
ん
と
損
を
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
民

間
の
保
険
を
解
約
し
、
掛
金

も
ず
っ
と
安
く
て
保
障
も
大

き
い
セ
ッ
ト
共
済
に
加
入
し

直
し
ま
し
た
。

　

も
し
も
の
時
の
請
求
が
複

雑
で
な
い
の
も
、
支
払
請
求

を
し
て
感
じ
る
セ
ッ
ト
共
済

の
魅
力
で
す
。

　
（
大
東
市
職
労　

Ｏ
さ
ん
）

◆

◆

保
障
を
見
直
し
ま
し
た
！

保
障
を
見
直
し
ま
し
た
！

民
間
保
険
の
保
険
料
が

民
間
保
険
の
保
険
料
が

家
計
を
圧
迫
！

家
計
を
圧
迫
！

労
働
者
の
頼
れ
る
味
方
に
な
ろ
う

大
阪
自
治
労
連
が
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
講
座
を
開
催

晴天のメーデー、各地で元気に集会
　

晴
天
の
５
月
１
日
。
第
81
回
大

阪
地
方
メ
ー
デ
ー
が
府
下
各
地
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
阪
自
治
労

連
の
各
単
組
も
、
各
地
で
独
自
の

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
ラ
カ
ー
ド

を
持
ち
寄
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

「ゲゲゲの鬼太郎」のキャラクターに扮して登場した
大阪市労組福祉保育支部の仲間 　　　　　　　　　

　

大
阪
自
治
労
連
は
４
月
30

日
に
大
阪
グ
リ
ー
ン
会
館
で

保
育
闘
争
委
員
会
を
開
催
。

公
的
保
育
を
守
る
闘
い
に
つ

い
て
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

　

闘
争
委
員
会
で
は
、「
待

機
児
解
消
へ
入
所
相
談
な
ど

に
取
り
組
み
、
公
立
保
育
所

の
募
集
停
止
を
や
め
さ
せ
民

営
化
提
案
を
取
り
下
げ
さ
せ

た
」（
東
大
阪
市
職
労
）、

「
民
営
化
反
対
で
裁
判
を
闘

い
、
民
営
化
に
伴
う
引
き
継

ぎ
の
改
善
へ
、
保
護
者
の
意

見
を
反
映
す
る
協
定
書
を
保

護
者
と
市
と
法
人
と
で
締
結

さ
せ
た
」（
八
尾
市
職
労
）、

「
民
間
委
託
に
伴
う
非
正
規

保
育
士
の
雇
い
止
め
に
歯
止

め
を
か
け
た
」（
大
阪
市
労

組
）、「
民
営
化
さ
れ
た
保
育

所
で
新
た
に
労
働
組
合
を
組

織
し
て
い
る
」（
公
務
公
共

一
般
労
組
）
な
ど
の
闘
い
の

教
訓
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　労働組合の組織拡大をはかるために大阪自
治労連は４月29日に大阪グリーン会館で「オ
ルガナイザー講座」を開催。自治労連の藤倉
専門委員を講師に、16単組から42人が参加し
て労働相談や組織化についての基礎を学びま
した。「労働相談は、知識の量よりもセンス
の鋭さが問われる」「役員の請負にならない
ために、できるだけ当事者を中心に団体交渉
に参加してもらって、次の役員として成長し
てもらうことが大切」との講演に、参加者は
熱心に聞き入りました。

待機児解消へ共同広げよう！
大阪自治労連保育闘争委員会で交流


